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平成２０年度宮崎県大学図書館職員研修会実施要領 

 

テーマ：「利用者にとって魅力ある図書館とは」 

 

１ 目 的 

   先進的な取組を実施している図書館の情報を取り入れた研修を実施することによ 

  り、図書館職員の資質やスキルアップを図り、これからの図書館サービスの充実に 

  資する。 

 

２ 対 象 

  宮崎県大学図書館協議会加盟館職員等 

 

３ 主 催 

  宮崎県大学図書館協議会 

 

４ 日 時 

  平成２０年１０月１７日（金）１０：００～１５：００ 

 

５ 場 所 

  宮崎大学附属図書館 ３階 視聴覚室 

 

６ 研修内容 

  （１）あいさつ       １０：００～１０：０５ 

     宮崎県大学図書館協議会会長館（宮崎大学附属図書館長） 碇 哲雄 

  （２）講演１        １０：０５～１２：００ 

     「目指したい！“学び”のプロセスを支援する大学図書館」 

     講師：財団法人大学コンソーシアム京都 

        事務局次長（同志社大学所属） 井 上 真 琴  氏 

 

   昼 食  

 

  （３）講演２        １３：００～１５：００ 

     「図書館力で“魅せる”職員のつくり方」 

     講師：財団法人大学コンソーシアム京都 

        事務局次長（同志社大学所属） 井 上 真 琴  氏 
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井上 真琴（いのうえ まこと） 氏 プロフィール 

 

  1962 年京都市生まれ。 

  同志社大学文学部卒。 

  1986 年以来、同志社大学職員として教務事務、システム開発、図書館業務に従事 

  し、図書館ではレファレンスサービス・選書業務を担当する。 

 

  学生の図書館活用能力向上を祈念し、ちくま新書『図書館に訊け！』を刊行し、 

  2007 年度私立大学図書館協会賞を受賞した。 

 

  国立情報学研究所「大学図書館職員研修」、同志社大学社会学部嘱託講師（科 

  目名：学術情報利用教育論）などを務める。 

 

  2008 年度からは（財）大学コンソーシアム京都にて、京都地区の高等教育政策 

  の企画・調査業務を担当している。 

 

 

 

 

講 演 概 要 

 

  講演１．目指したい！“学び”のプロセスを支援する大学図書館 

 

   「学士課程の構築」や教育の「質」の保証が問われるなかで、大学図書館の学 

  習支援の潮流は加速する方向にある。大学図書館が総合学習機能を発揮するため 

  の基盤と視軸はどこにあるのか。その課題を考える。 

 

  講演２．図書館力で“魅せる”職員のつくり方   

 

   学習支援を実質化するには、今後どのような職能を開発することが私たちに求 

  められるのだろうか。レファレンス、学術情報リテラシー講習会、選書の在り方 

  、システム設計づくりへのヒントを語る。 
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